








要約:発症後 1O 年以上を経過した膜性増殖性腎炎(MPGN)の長期予後を検討した。   対象

は急性発症例 10 例と学校検尿、検診で発見された無症候性発症例 31 例の計 41 例。経過

観察期間は 11～23 年。全例にステロイド治療を行った。急性発症 10 例中 4 例(40%)は尿

所見、血清補体値ともに正常化、  4 例(40%)が 6-11 年で末期腎不全に進行した。無症候

性発症 31 例中 13 例(42%)が尿所見、血清補体値ともに正常化、末期腎不全への進行例は

認めていない。無症候性発症例 4 例に 1～2 子の出産があった。MPGN にステロイド治療は

有効であり、無症候性発症 MPGN では発見後 1 年以内での早期治療群が 1 年以降治療群に

比べ有意に臨床的改善を認めた。以上より MPGN では早期発見・診断・治療が非常に重要

であり、学校検尿の有用性が再認識された。


